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私 た ち の ⼟ 地 を 守 り
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ALOHA

MĀLAMA

LAULIMA

PO ʻOKELA

私たちは、「Aloha」「Mālama」「Laulima」「Poʻokela」という4つ

の要素を経営の柱としています。これらの理念を⼤切にすることで、地域

の経済発展をサポートしながら、環境保全と社会貢献を推進する、地域密

着型ビジネスの模範となることができると考えています。

クアロア牧場は15.4平⽅キロの敷地を有し、再⽣農業、アグリツーリズ

ム、ウェディング、映画製作など、様々な事業を通じて収益を上げていま

す。⾃⽴した農業牧場として、地域の雇⽤創出、地元⾷材の⽣産、官⺠共

同研究の促進、在来種の⽣息地回復、地域教育など、地域社会に多くの恩

恵を与えることができるようになりました。私たちの信念を貫くことで、

他の⼟地所有者や企業に模範を⽰していきたいと考えています。

企業理念



325� �
の願いを叶える

⼿伝いを実施

57.54㌧+
�

の⻝料を⽣産

8.7
平⽅キロメートルの

ハワイ原⽣林を保護

294
のコミュニティや

学校の教育グルー

プを招待

2022クアロアデータ
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チームに⼒を与える：
クアロアランチ⼈材育成レポート

クアロアランチは、⻑年勤続してきた従業員を⼤切にし、称えることが重要だ

と考えています。今年、当社は10年以上勤務している従業員を称え、牧場内に

彼らのコアの⽊を植樹しました。コアの⽊は、強さ、誠実さ、そして回復⼒の

象徴であり、これらは私たちが従業員に求める資質です。⻑年勤め上げた従業

員⼀⼈⼀⼈にコアの⽊を贈ることで、当社への貢献が評価され、当社の⼟地に

永続的な財産を残すことができればと願っています。

累計昇進者数従業員総数
350

54%�男性
46%�⼥性

10年以上の勤続者数
41

2022年の
新規雇⽤者数

164
�2022に増員され
た従業員の割合

27%

スタート時の時給

$17.50

クアロアランチのブルーゾーンハイクは、

従業員とその家族が敷地内で楽しめるハイ

キングコースです。このトレイルは、⼟地

とのつながりを深めるとともに、健康的な

ライフスタイルを促進することを⽬的とし

ています。このハイキングコースは、⼈々

が健康で⻑⽣きすることが知られている地

域であるブルーゾーンに位置しています。

このハイキングは、外に出て⾃然を楽し

み、体を動かす機会を提供し、これらすべ

てが健康的なライフスタイルに貢献するこ

とができます。クアロアランチは、従業員

とその家族にこのハイキングを提供するこ

とで、健康増進と⼟地との強い結びつきを

促進するという取り組みを⽰しています。

新しい社員特典が追加されました！

2022年、クアロアは従業員の福利厚⽣プランに新たな特典を追加しました。それはホノルル市の「HOLOバス」割引です。このプロ
グラムは、従業員に対して、費⽤対効果が⾼く便利な通勤⼿段を提供します。また最近では、カイザー・メディカル・プランにCAM
（カイロプラクティック、鍼灸、マッサージ）を追加し、従業員が利⽤できる医療サービスを拡⼤しました。さらに、雇⽤主がマッ
チングする401k拠出⾦やAunty�Pat's�Cafeでの⾷事割引など、既存の福利厚⽣も提供しています。
�

160+
コミュニティへの
ボランティア時間

ボランティアした
コミュニティ委員会数

20

ウェルネスと⼟地とのつながりを
促進
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�

クアロアランチのチームを代表して、2022年版のインパクトレポートを発表できることを

誇らしく光栄に思います。この報告書は、私たちがこの1年で成し遂げた多くの成果を紹介する

ものですが、同時に、まだやるべきことが数多くあることを再認識させらるものでもあります。

�

ハワイのことわざ「E�Mālama�'Oe�I�Ka�'Āina,�E�Mālama�Ka�'Āina�Iā�'Oe」は、⼟地を⼤切に

しなさい、そうすれば⼟地は私たちを⼤切にしてくれるでしょうという意味です。この「ōlelo

no'eau」は、⼈と環境との密接な関係を強調するもので、その知恵は現代にも通じるものが

あります。このことわざは、私たちの価値観、ビジネス、そしてサステナビリティへの

貢献の中核をなすものであり、私はこの⾔葉を深く⼼に刻んできました。

�

現代では、多くの⼈々が都⼼に移り住み、農業や⾃然環境と関わる機会が少なくなっているため、

⼟地とのつながりはますます疎遠になっています。そのため、私たちは環境に対する責任を最優先に

考え、持続可能な⼟地利⽤の重要性を再認識するよう、より⼀層意識しなければなりません。

�

クアロアランチは、⼟地を⼤切にし、持続可能な⾷品を⽣産し、地域社会に貢献するという強い決意

を共有する、情熱的なスタッフに恵まれています。当社が提唱する価値観に対する彼らの献⾝的な

姿勢は⾮常に⾼く評価され、コミュニティからも⼤いに感謝されています。彼らの専⾨知識、

コミットメント、情熱があれば、私たちは⼟地、地域、そして私たちを取り巻く世界に

ポジティブな影響を与え続けることができると信じています。

�

マハロ

�

John�Morgan�

クアロアランチ社⻑�

6th�Generation�Steward�

�



地元で育てられた

信頼のおける⾷品を

クアロア �グロウン



クアロアグロウン

専任スタッフ増加率

20%
クアロアグロウン

専任スタッフ数

54�



パートナーレストラン

過去1年間、クアロアグロウンは地元コミュニティ組織と

の様々なパートナーシップを通じて、地元の⾷料供給を増

やすために⼤きな進歩を遂げました。2022年を通して、

クアロアグロウンは3,676kgの⽣鮮⾷品と173kgの動物

性タンパク質をKōkua�Kalihi�Valleyに販売し、栄養・⾼

齢者部⾨の患者向けの�Monday�and�Kupuna�Bags、

Covid+�support、Roots�Cafe�and�Marketなどの⽋かせ

ないプログラムを⽀援しています。さらに、年間を通じて

374kgの地元農産物をAloha�Harvestに寄贈しました。

また、Fête、The�Pig�and�The�Lady、Piggy�Smallsとい

った⼈気スポットを含む7つの地元レストランと有益なパ

ートナーシップを確⽴しました。これらのパートナーシッ

プの主な⽬的のひとつは、地元産の⾷材を使ったメニュー

に切り替えようとするレストランやシェフに、より多くの

地元産の⾷材を提供し、その質を⾼めることにあります。

ローカルフードの需要と供給

KualoaGrown Māla
 

KGの⽣鮮品を
KŌKUA�KALIH I
VALLEYに販売

KGの⾻を動物保護団体に寄付

KGの農産物をALOHA
HARVESTへ寄付

KGのタンパク源を
KŌKUA�KALIH I �VALLEY

に販売

3,676

374

1,123

173

25�MONDAY�BAGS���25�KUPUNA�BAGS

FÊTE
THE�P IG�AND�THE�LADY

PIGGY�SMALLS
JUICY�BREW

LOCAL�GENERAL�STORE
OLENA�CAFE

ROOT�CAFE�(KKV)

7

クアロアグロウンの⽣産⾷品が

⽀援するプログラム

クアロアグロウン⽣産⾷品



6.8
トンの豚⾁

2021年より
121.58%増加�

1.3
トンのエビ

40,470
個の牡蠣を養殖

3,372
ダースを市場に

出荷

21.6
�トンのフルーツと

野菜を⽣産

2021年より
120.3%増加�

15.3
トンのオーガニックフルーツ

と野菜を⽣産

71%
オーガニック農法
による⽣産割合

21,350
個のチョコレートバーを

2022年に⽣産

27.9�
トンの⽜⾁

16,848
�の鶏卵

L O C A L � F O O D � P R O D U C T I O N

クアロアグロウンの
総⾷料⽣産量

�

2021年以降の
⽣産増加率

�

57.54㌧+
�
�

99.34%�

2022�⽣産⾷品

クアロアグロウン

118頭の⾁⽜
�2021年より97.84%増加�



FOOD�WASTE�MITIGATION

伝統的な主菜

2022年に拡⼤された⽣産物

2.8
トンのʻULU（パンの
⽊）を収穫�

1.1
トンのKALO（タロ芋）を収穫
2021年より28%増加

1.4
トンのʻUALA（スイート
ポテト）を収穫

柑橘類

3 5 %

カカオ  
4 0 %

アボカド

2 5 %

160 �
本の新しい
フルーツの苗
を植樹

クアロアグロウン全体での
⽣産増加率

50%

処理能⼒の向上

4,500+�KG
⾷品廃棄物を家畜
の飼料に再利⽤し

ました

パハロナに新しい洗浄施設を建設しました。
これにより、今まで3メートル�x�3メートルの洗浄
設備から、6メートル�x�24メートルの洗浄設備に⼤

幅に拡⼤されました。
�

これにより、クアロアグロウンでは、2023年に向
けて新たな⾷品安全への取り組みを⾏うことが可能

になりました。

⾷品廃棄物の軽減



2022年、クアロアグロウン・マーケットの年間売上⾼は90万ドルを超
え、地域農業の振興と⽀援に成功していることが証明されました。29の
パートナー農場と⽣産者のネットワークを持つクアロアグロウン・マー
ケットは、健康的な地元産の⾷品を買いたい住⺠のために、地元の⾷品
を気軽に⼿にすることができる重要な役割を担っています。このマーケ
ットは、新鮮で健康的な⾷品が⼿に⼊りにくいオアフ島イーストサイド
の地域に住むお客様にとって、今では不可⽋なリソースとなっていま
す。クアロアランチは、⼩規模農家や⽣産者に商品を販売する場を提供
することで、ハワイのフードシステムの強化、地元の起業家の機会創
出、⾷と農を取り巻くコミュニティ意識の醸成に貢献しています。

クアロアグロウン
ファーマーズマーケット

Māmaki�Tea Juice�Wahine Forage

メリッサ・プーラは、ジュース・
ワヒネのオーナーです。

メリッサはネイティブハワイアン
で、カアアヴァに住む、カアアヴ
ァ⼩学校に勤務する4児の⺟です。
友⼈や家族とジュースを提供する
ことから、⼩さなビジネスを

スタートしました。
現在では、島中の⼈々にコールド
プレスジュースを作ることが

でき、とても幸せだと
感じています。

ママキ・ティーは、ハワイ州オアフ
島にあるネイティブハワイアンが
経営する100％オーガニック認定の

農園です。
ハワイの伝統医学であるラアウ・
ラパアウに基づき、様々な種類の

ハワイアンハーブティーを
製造しています。

これらのハーブティーは、オールド
ハワイの⾃然療法を体験し、

⾃分⾃⾝を癒すことを求める⼈々の
ための商品を提供します。

�

クアロアグロウンとフォレッジ・ハワ
イは2022年に提携し、100％牧草飼育
の⽜⾁と豚⾁を使った、2種類のおいし
いボーンブロスとフォレッジ特製

ビーフチリを作りました。
クリーンでヘルシーなローカルミート
が⼈気を集める中、フォレッジ・ハワ
イは地元産の⾁や⿂をより⾝近に感じ
てもらうため、⽣⾁と獲れたての⿂の

販売も開始しました。

クアロアグロウン・パートナー

15�地元農家と
⽣産者パートナーシップ

14�⾼付加価値⽣産者�

14�共同⽣産プロダクト

21�クアロアグロウン
付加価値商品



29�
パートナー農場�

2,725
ニュース購読者

129
マーケットメンバー

Pu'u�O�Hoku�RanchIsland�SausageMaui�Nui�Venison

クアロアグロウンでは、2022年に
Maui�Nui�Venisonと提携し、

環境、コミュニティ、⾷料システムの
ためにアクシスジカの個体数の

管理をしています。
私たちは、このような栄養価が⾼く、

信頼性の⾼いジビエ⾁を、
私たちの市場を通じて提供できるよう
になったことに嬉しく思います。

クアロアグロウンでは、⾼品質な
ソーセージの⽣産で定評のあるア
イランドソーセージ社と提携し、
クアロアグロウン産の豚⾁を使⽤
したオリジナルフレーバーのソー

セージを販売しています。
地元の⼈たちにはよく知られてい
るものの、ソーセージの形ではあ
まり⾒かけない様々なフレーバー

の地元産ソーセージは、
他では味わうことのできない美味

しさです。
�

プウオホク・ランチでは、粉末
の「アヴァ」よりも滑らかな飲
み⼼地の、新鮮な冷凍の「アヴ
ァ」（根茎の果⾁）を提供して

います。
ハワイ産の品種に特化し、特に
活性化合物であるカヴァラクト
ンの含有量が多いことが確認さ
れており、ハワイ中の愛好家か
ら「最もプレミアムなアヴァ」

と賞賛されています。
�

”クアロアグロウン・マーケットは、単に⻝品を購⼊できるだけでなく、コミュニティ、サステナビリティ、そ
してコラボレーションのための重要な拠点となっています。特に、近隣のハウウラ、カアアヴァ、カネオヘの

コミュニティが健康的な地元産の⻝品を⼿に⼊れられるようになり、さらに州内の他の地元農家や⽣産者を⽀

援できるようになったことは、私たちにとって⼤きな意味があります。" 

-多⻆的農業管理アシスタント Tierra Bartolotti



農業⼯学に深い情熱を持つ、明るく意欲的なカフク⾼校3年⽣のヴ

ァエアヌイ・ペックさん。クアロアでの⾃主学習と実地体験の組み

合わせにより、ヴァエアヌイはこの1年間、私たちの養殖プログラ

ムに⼤きな貢献をしてくれました。

最も印象的な成果のひとつは、Aフレームの海⽔⽔耕栽培システム

を設計・製作したことです。彼⼥はクアロアで合計2つの⽔耕栽培

システムを構築し、そのメンテナンスを⾏い、毎週定期的にレタス

を収穫しました。

さらに、⽔耕栽培の総合マニュアルを作成し、学んだ知識を共有す

ることで、持続可能な農業の発展に貢献しました。また、この経験

をカフク⾼校に持ち帰り、古い⽔耕栽培システムを修復して、同級

⽣とそのノウハウを共有することができました。

インターンシップ 

現在、ヴァエアヌイは、エネルギー消費を減らすためのソーラー技術

の統合や、気候に左右されないようにするための屋根の設置など、既

存のシステムの改良に⼒を⼊れています。また、養殖シーアスパラガ

スの⽣産拡⼤を⽬的としたフィールド試験にも参加し、⽣産⼯程の効

率化をサポートしています。

気候変動に配慮した伝統的な農業の実践に焦点を当てたFarm

Expansion�Experience�(FE'E)�サマーインターンシッププロ

グラムは、2022年にカウウェラの共同⽣活者に再⽣農業の実

践的な経験を積む貴重な機会を提供しました。FE'Eに参加す

る農場の協⼒的なネットワークのおかげで、クアロアが⽀援

した2⼈の学⽣インターンはその後卒業し、正規の従業員とな

りました。

マオ・ファームズ

FE'Eサマープログラム

今、彼⼥はなにを？



クアロアランチは、今年開催された2022年ハワイアグリカルチャ

ー会議において、協賛企業として参加しました。ハワイの様々な

農業セクターや産業から、地元のリーダー、コミュニティメンバ

ー、関係者がプレゼンターや出席者として参加しました。今年の

パネリストは、ハワイの持続可能なフードシステムの構築と農業

の繁栄に向けた、⼤きなチャンスとチャレンジに⾔及しました。

クアロアグロウンでは、多⾓的農業・⼟地管理担当ディレクター

のテイラー・ケラーマンが開会の挨拶を⾏い、「Farm�to�Plate：

効果的な農業のサプライチェーンにおける重要な要素」をテーマ

にモデレーターとして有意義な議論を展開しました：�

2022�ハワイ・アグリカルチャー・カンファレンス

変⾰の担い⼿としてのコラボレーション・リーダー

ハワイ州⽴⼤学ウェストオアフ校

サステイナブル・コミュニティ・フードシステムズ・プログラム

ハワイ州⽴⼤学のサステナブル・コミュニティ・フードシステム学応⽤科

学学⼠号は、MA'O�Organic�FarmsとKamehameha�Schoolsとのパート

ナーシップにより誕⽣しました。

学⽣は、地域的、全国的、世界的な農

業⾷品システムの歴史と発展、および

地球環境の質、⼈間の健康、社会的・

経済的幸福への影響について学びま

す。クアロアランチで受講したプロフ

ェッショナリズムと質の⾼い指導は、

このプログラムの複数の学部⽣が、持

続可能な⾷糧システムの変化と変⾰に

関する理論的理解を直接活⽤するのに

役⽴っています。

8⼈の⾼校⽣と⼤学⽣を対象としたインターンシップの実施

クアロアランチは、ハワイ州⽴⼤学ウエストオアフ校のサステナ

ブル・コミュニティ・フードシステム・プログラムの4年⽣3名の

インターンシップを受け⼊れました。3⼈のインターンのうち2⼈

は2022年にクアロアグロウンの常勤スタッフとなり、学位を直接

仕事に活かしています。



クアロア・エデュケーション



⼟地の保全と管理をベースにしたコミュニティ形成

“「2022年、クアロア・オハナ（家族）のためのホオ
クプの植え⽅や採集⽅法についてのワークショップを
開催し、私たちはカホオラヴェの儀式でロノ（農耕と
平和の神）にホオクプ（供物）を捧げることができま
した。これらのホオクプには、クアロア産のカロ、ウ
ル、ウアラ、そして私たちのオアイナを養う新鮮な⽔
源からのワイが含まれています。またProtect
Kahoʻolawe�ʻOhanaのマカヒキ（新年の祭事）への参
加により、クアロアは、農業とコミュニティへの⾷料
供給に対する意志を明確にすることができました。

私たちは、この場所の⼈々をつなぐことができるクレ
アナ（役割）を理解し、この場所を誰もが利⽤しやす
い場所にすることに⼒をいれています。私たちは、近
隣のワイアホレ⼩学校とカアアヴァ⼩学校をはじめ、
多くの学校に対して、コオラウ地区との橋渡しをする
ために、フアカウイ（遠⾜）を開催しています。私た
ちは、⽔⽥でのタロ芋作り、⼩川の再⽣、⼟地概念の
研究などのプロジェクトに取り組み続けてきました
が、それは、これらの資源が私たちのコミュニティに
とってどのような意味を持つのか、私たちの視点を広
げることによって達成されました。私たちが誰に、ど
のようにサービスを提供するかを意識することで、私
たちが提供するものに彼らのカリキュラムを合わせる
のではなく、訪問する学校グループとより緊密に連携
し、彼らのカリキュラムに対応できるようになったの
です」。

-�ハワイアンカルチャー＆コミュニティエンゲージメ
ントマネージャー�
ジョーイ・パルペ

2022年を通して、クアロア・エデュケーション部⾨は
どのようにプログラムを認証してきたのでしょうか？

2022年、クアロア・エデュケーション部⾨で
は、ハキプウ、クアロア、カアアヴァの3つのア
フプアアとコミュニティのつながりを再活性化す
るため、⽂化に焦点を当てたプロジェクトに取り
組みました。これらのプロジェクトの中には、パ
ンデミック時に始まった継続的な取り組みもあれ
ば、プログラムの構築に貢献した新しいプロジェ
クトもありました。



�
2021年と⽐較した

教育プログラムの参加増加率

10,855

2022年にクアロアの教育プログラムを通じて
参加した⼈々

100%

294
2022年に受け⼊れた

コミュニティと
教育グループ

880%
学校・地域団体の

受⼊増加率

62+
受け⼊れた学校数

46%�幼稚園・⼩学校

25%中学校・⾼校�

16%ホームスクール�

11%専⾨学校・⼤学�

数字で⾒るクアロア・エデュケーション



毎年恒例のメーデーの
プログラムでは、ケイキが
家族のために歌やフラを披露

1ST

2022年に参加した
ケイキ（⼦供）

K U A L O A � K E I K I �
P R E S C H OO L

153 242

62%

年間を通じて5回のセッシ
ョンに参加した⼤⼈

Of�the�total�keiki�enrolled,�reenrolled�in
our�parent�participation�program
session�after�session.

62%

Of�the�total�keiki
enrolled,�reenrolled
in�our�parent
participation�program
session�after
session.

クアロア・ケイキ・プリスクール �

保護者参加型プログラム
セッションに参加して、
その後再参加した割合



⼟地保全活動

2022年レビュー�

合計8.7平⽅キロメーターにおよぶ森林と低⽊林の保全活動を⾏い、ハ

ワイ先住⺠の森林を保護し、流域の健全性を向上させました。

2,083のジャイアントシダと525のアルビジア

の駆除

Ko'olau�Mountain�Watershed�Partnershipは、外来種

のジャイアントシダとアルビジアを駆除の対象とし、

ジャイアントシダ2,083本とアルビジア525本を駆除

することに成功しました。また、このパートナーシッ

プは、再⽣地や�在来種が多く⽣息する場所での雑草駆

除も⾏っています。さらに、弊社のジョン・モーガン

は、KMWP会⻑職の任期をさらに5年延⻑することを

約束しました。

.

採集した在来種の種⼦：29種78点

1年間で、牧場全体で⾒られる29の在来種から78の

種⼦が採取されました。集められた種⼦の⼀部は将来

のために保存され、残りの種⼦は苗⽊を育てました。

2022年に2,600以上の固有植物の苗⽊を育てて植樹�

2,600本以上の植物の苗を育て、2022年にHakipuʻuにある様々な修復地

に植樹されました。この作業は、在来種を保護・促進するための重要な取

り組みであり、持続可能性と保全に対する牧場のコミットメントを⽰すも

のです。

 

.

16�スチュワードシップ・カアプニ・デイズの開催

2022年、クアロア牧場では、⼟地保全部⾨と⼀緒に働

く機会を社員に提供するプログラムを開始しました。

スタッフは植林のための場所を準備し、ハワイ固有の

植物を植え、原⽣地の除草を⾏い、ハキプウとカアア

ヴァ渓⾕のトレイルを整備しました。ハワイ固有の森

林種を守るために共に活動することで、スタッフ同⼠

も「アイナ（⼟地）」との強い絆を築くことができま

した。

 

.

ロベリア属の⼀種を発⾒
2022年夏、ハワイ森林野⽣⽣物局、植物絶滅防⽌プログラム、国⽴熱帯植物

園のスタッフがクアロアランチ・ハワイを訪れ、ドローンを使ってアクセスし

にくい崖の植物調査を実施するワークショップを開催しました。ドローンの熟

練パイロットは、ロープが届かないような場所でも巧みに機体を操作し、植物

学者たちが今まで⾒たことのないような垂直に切り⽴った地形に⽬を向けるこ

とができるようになりました。その結果、未知のロベリア属の植物が数株発⾒

されました。

James Harmon, DLNR Drone Operator



サステイナビリティ研究のための官⺠パートナーシップ 

ハワイ⼤学マノア校のサステナビリティ学⼠課程を卒業する

5⼈の4年⽣グループは、2022年にクアロア牧場でさまざま

なサステナビリティに関するプロジェクトを実施しました。

プロジェクトには、⼆酸化炭素排出量の計算、観光客向けア

ンケートの実施、島内の既存のリサイクルや�堆肥化プログラ

ムを活⽤し、牧場が廃棄するプラスチックを最⼩限に抑える

⽅法の検討などが含まれました。

MA�KA�HANA
KA�ʻIKE

�
“⾏動することで

⼈は学ぶ”
�
”ISRとクアロアランチのパートナーシ

ップにより、学⽣はサステナビリテ

ィプログラムで学んだ知識とスキル

を実際の現場で実践することがで

き、その成果をハワイ⼤学の教員と

クアロアのリーダーたちにプレゼン

テーションすることに成功しまし

た。学⽣たちは、⾃分たちのスキル

を応⽤し、その結果に基づいた具体

的な提案をする機会を得ることがで

きたのです。



4,153�
名参加�

マ
ラ
マ

�エ
クスペリエ
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ア
ー

26,051
名参加

サスティナブル
ツーリズム

「クアロア牧場は、地域社会、環境、持続可能な経済を
同等に考える三位⼀体の哲学を採⽤することで、持続可
能な⼟地管理の模範となるような存在となっています。
農地、養殖インフラ、牧草地といった⽣産的な資産を活
⽤し、ハワイの⾷糧安定供給という⽬標に積極的に貢献
すること、そして、⾃然資源を適切に管理する専任の⼟
地保全チームと組み合わせることで、将来の世代のため
に良好な状態で⼟地を守っていくことをお約束します。
ハワイがいかに特別な場所であるか、ハワイの⼈々、環
境、⽂化がいかに⼤切にされ、尊重されなければならな
いかを伝えるために、私たちは毎⽇、これらのコンセプ
トをお客様に伝える機会を与えられているのです。

-�⼟地保全、多⾓的農業、教育担当ディレクター
テイラー・ケラーマン

2022年に開始されたマラマ�エクスペリエンスは、ハワイの⼈々にとってのカロ（タロ芋）の重要性やクアロア
の⽂化的なつながりを含め、持続可能性と流域管理について学ぶことができる体験学習プログラムです。アクテ
ィビティには、伝統的な茅葺き、掃除、植樹、カロの収穫、マーラ・ラアウ・ラパアウ（ハワイの薬草園）の世
話などが含まれています。

Hakipuʻu Loʻi, Mālama Experience

Eバ

イク�ツアー

15,779
名参加

マラマ�エクスペリエンス



クアロアランチのEバイクツアーは、
クアロアの息を呑むような渓⾕、牧
草地、そしてトレイルをEマウンテン
バイクで探索するローカル＆ビジタ
ー向けツアーです。このツアーは、
初⼼者から上級者まで、環境に優し
く、アクティブにハワイの⾃然の美
しさを感じることができます。初⼼
者向けのツアーでは、クアロアとカ
アアヴァの渓⾕を9.6kmほど⾛り、
途中4〜5回の休憩を挟みながら、写
真撮影や美しい景⾊を楽しむことが
できます。

Hakipuʻu Watershed, E-Bike Tour

マウンテンバイクを趣味としている上級者のために、急勾配のセクション、ダートトレイル、シングルトラックなど、さ
まざまな地形を、より速いペースで、よりテクニカルに⾛る、上級者向けツアーをご⽤意しています。トレイル、ジャン
グル、尾根など、合計15kmを⾛破します。

Eマウンテンバイク�ツアー

クアロアグロウンツアー

クアロアランチの「クアロアグロウ
ンツアー」は、ハワイの繊細な⽣態
系と、牧場内で⾏われているローカ
ルフード⽣産の取り組みについて、
観光客に知ってもらうための体験型
ツアーです。このツアーでは、クア
ロアの緑豊かな渓⾕や美しい⾵景を
巡り、この地域の繊細な⽣態系を構
成する多様な植物や動物を紹介しま
す。途中、牧場の持続可能な農業の
実践について学びます。



2022年に結ばれたKāko'o�'Ōiwiとのパートナーシップにより、クアロアグロウンでは同社の製粉機を利⽤

し、Hakipuʻu�loʻiで育ったカロを使って独⾃のポイを製造できるようになりました。このパートナーシッ

プは、持続可能な農業を推進する私たちの取り組みにおいて重要な役割を担っており、クアロアで栽培され

たハワイの伝統的な⾷品を提供できることを⼼からうれしく思っています。来年も、このパートナーシップ

を基に、新たな成⻑と⾰新の可能性を模索していけたらと思います。

Hakipuʻu Loʻi

Kākoʻo�ʻŌiwi

地域社会とのパートナーシップ

クアロアは昨年、GoFarm�Hawai'i�プログラムを⽀援し、Windward�Cohort�13�のキャベツ作

りを⽀援するとともに、マーケットでの委託販売も⾏いました。GoFarm�Hawai'iプログラム

の卒業⽣2名は、現在クアロアグロウンスタッフとして活躍しています。



クアロアのパニオロ（カウボーイ）
⽂化の継承
クアロア牧場では、秋から春にかけて毎年8つの
ロデオを開催しています。これらのイベントに
は、家族、ボランティア、ハイスクールロデオ
アソシエーションの卒業⽣が参加し、次世代の
カウボーイとカウガールにホームグラウンドを
提供します。牧場のサポートと尽⼒により、オ
アフ地区ロデオ協会は64名の会員を抱えるまで
に成⻑しました。ロデオは、スポーツマンシッ
プ、⾺術、友情といった重要な価値観を⻘少年
に広める上で重要な役割を担っています。

「ロデオは、パニオロ⽂化を継承するために⽋かせ
ないものです。クアロア牧場の継続的なサポートと
コミュニティへの貢献がなければ、私たち協会はロ
デオを開催し続けることができなかったでしょう。
ユニークなのは、何世代にもわたってロデオに携わ
ってきた家族がいて、その⼦供や孫がオアフ島⾼校
ロデオ協会のメンバーになっていることです」

-�HHSRA�オアフ地区会⻑�キャシー・リタ⽒

2022年のファームフェアでは、クアロアは4Hショーの主催者となり、またカアアヴァ4Hクラブの定例

ミーティング場所としても利⽤されてきました。さらに、クアロアは⼀貫して動物輸送のサポートを⾏

い、4Hメンバーが年間を通してイベントのために家畜を各地に輸送することを可能にしてきました。この

ようにクアロアと4Hの⻑年のパートナーシップは、若⼿農家の育成と地域社会の農業教育の推進に⼤きく

貢献しています。



クアロアランチは、1⽉19⽇にシークレッ
トアイランドで⾏われたシュライナーズ⼩
児病院のコマーシャル撮影の場所と費⽤を
提供し、⼤成功を収めました。撮影された
コンテンツは、組織全体を⽀える寄付者や
資⾦を増やすことを⽬的としたものです。
シークレットアイランドでの撮影を含むプ
ロダクション全体は、出席した地元と全国
のシュライナーズチームから好評を博しま
した。

2022年12⽉9⽇
経済活性化⾷品チーム、クアロアランチを視察

フードチームは、市の復興⽀援室、⼟地管理局、企画・許認可局、

ウルポノイニシアティブとともに、クアロア牧場を訪れ、持続可能

な農業への⾰新的アプローチについて学びました。地域の⼤切さ、

農業の未来を担う若い農家の教育、クアロア牧場の地域農業の歴史

などについて、深い話し合いが⾏われました。牧場のスタッフは、

伝統的なハワイの養殖池で牡蠣を収穫し、地産の⽜⾁や豚⾁を育

て、⾃分たちでチョコレートを作っていることを紹介しました。フ

ードチームは、2023年、より多くのオアフ島の農場を訪れ、より

多くの地元産の果物、野菜、タンパク質の⽣産について会話を交わ

す計画です。

2022年、クアロアはキャッスル
⾼校の3.2ヘクタールの農場を⽀
援するため、重機の運転業務を提
供しました。

Shriners�Children's�Hospital
コマーシャル

2022年、Bottles�for�Collegeはクアロア
ランチで14万本以上の⽸やボトルを回収し
ました。これは、前年の2倍の量で、1カ⽉
あたり約11,650本の⽸やボトルを回収し
たことになります。このプログラムでは、
1週間に2〜3回の回収が⾏われ、1回の回
収で1,500〜2,500本の⽸やボトルが回収
されます。

140,000本以上の⽸やボトル
を回収



KŌKUA�KALIHI �VALLEY

2022年は、実りあるパートナーシップに満ちた年でした。

クアロア・ランチとパートナーシップを結んでくださったすべての団体に、⼼から感謝しています。

�2023年も、これらのパートナーシップをベースに、新たな関係を築いていきたいと思います。

�



E I A  K A  H O P E N A  O  K A  H O ʻO M A K A

「Eia�ka�hopena�o�ka�hoʻomaka」は、この1

年を振り返り、次の1年に⽬を向けるとき、す

べての終わりは、新しい始まりの機会でもある

ことを教えてくれます。

変化を受け⼊れ、ポジティブで可能性に満ちた

未来に向かうことを後押ししてくれるのです。

�
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E I A  K A  H O P E N A  O  K A
H O ʻO M A K A

As�we�reflect�on�the�past�year�and�look

ahead�to�the�next,�"Eia�ka�hopena�o�ka

hoʻomaka"�reminds�us�that�every�ending

also�presents�an�opportunity�for�a�new

beginning.�It�encourages�us�to�embrace

change�and�approach�the�future�with�a

sense�of�optimism�and�possibility.�

�
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